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初期作品のはじめての網羅的な編集が進められている。 第一巻 の Aη 財 肪%9/tttι Eα均









学者T・J。ワイズ (ThOmas James Wise)はそれらを編集しなおし,私家版として出版した。かなり
の部分がアメリカその他の国々にわたり,紛失したものも多かった。そのためもとの原稿の復元が
難しく,初期作品の全貌はいまだ確定していないというのが現状である。
これまでの初期作品の研究者としてはフアニ ・ーE・ラチフォード(Fannie Elizabeth Ratchford)
とウィニフレッド・ジェラン (Winifred GOrin)があげられる。ラチフォードによるTttιレ物 げ
θ笏ブカθθ″(New York i Columbia U?versity Press,1941)は,プロンテ姉弟妹の初期原稿,書
簡,日記などを広範囲にわたって引用し,子供たちの架空の物語世界に脚光をあてた画期的な研究
であった。またジェランは新しい伝言己調査にもとづきBttη″″ B7o%″:4B力g拓妙力 (London i




152岩上 は る 子
いだそうとする姿勢は短絡的といえよう。
シャーロットの初期作品の編纂に先駆けて出版されたアレグザンダーによる研究書 勁ι E2均
吻 蕨夢 げ θ協7J9滋B陶%″ (BasI BIackwen,1983)は,慎重に推論を控え初期作品の忠実な
紹介に徹している。量的にはシャーロットのそれに匹敵すると思われるプランウェルの作品につい











































王 (Little King and QueenS)として登場する。いずれの劇も超自然の世界であり,シャーロット
の英雄ウェリントンはどちらでも主人公になっている。以下では1829年から1830年までの主要な作
品をYoung MenとIslandersのふたつ 劇に分類して紹介する(いずれの劇にも属さない作品につい
ては別に取り上げる)。 基本的にはYoung Menの劇は`(BlaCkWOod's)Young Men's Magazine'に,









の出来事はシャーロットが先の`The History of the Yeaどのなかで,プランウェルが1年半ほど遅
れて`The HistOry of theYoung Men,From Their First Setdement to The Present Time'(15.12.













シャーロットの`The History ofthe Yeaゴに収録されている`A Romantic Tale拐J名` he Twelve
Adventures'(15,4.1829)から物語を追ってみる。`The Country of the Genii'と副題がつけられ
た第1章では,その音この島に渡来した古代ブリトン人とガリア人についてふれ,さらに「パーネ
ル船長の旅行記」からの引用という形で,砂漠で嵐にあった旅人が島の先住民族である巨人の白骨




























たちの劇の起こりについては`The History ofthe Year'に収録された`The Origin of the lslanders'
(12.3.1829)に記されてから3カ月ほど経て`Tales of the lslanders,volurne I'(30.6.1829)の第


































月に雑誌を譲られたシャーロットは,名称を` Blackwood's Young Men`Magazine'と改め,その
年の12月までに合計6号(12月には2号)を出している。ほとんどがシャーロットの原稿から成つ






ることを夢見た詩である。だが9月号の`The Glass Town'では夕陽に輝 くグラスタウンの栄光と神
がみの絶対支配を謳いあげている。12月号には二つの詩が掲載されている。はじめの`Lines Spoken
by a Lawyer on the Occasion of the Transfer of This Magazine'はwT作となっているが,これ
は明らかにブランウェルの作品と思われる。そこで彼はシャーロットに雑誌を譲ったことを後悔し,
かつての真面目で重厚な雑誌がいまでは愚かしいロマンスや軽薄な物語にとって代わられたと嘆い


















態度は`Anecdotes of the Duke of Wellington'(7-10.1829)が示しているように,完全な英雄崇
拝であり,その描写も一面的な賛美に終始している。だが息子たちについては`Characters of the





`「Fales of the lslanders,volume II'
1829年の8月に雑誌をうけついだことでシャーロットの関心は急速にYoung Menに向けられてい
ったが,Islandersも忘れられたわけではない。`Tales of the lslanders'第1巻につづいて第2巻が
10月から12月にわたって書かれている。すでに見たように第1巻の3, 4章は実際の事件に取材し
た政治寓話で,Young Menの架空性,物語性,詩的雰囲気とはまた違ったシャーロットのジャーナ
リスティックな側面をうかがわせた。そうした時事的関心は`TaleS Of the lslanderぎ第2巻の大き
























問題を寓話化した物語といえる。つぎの第5章`The Marquis of Douro and Charles Wellesley's
Tale tO HiS Little King and QeenS'(2.12.1829)もカトリック問題に関連した物語である。アイ
ルランド南部の富豪の家に生まれカトリック教徒として育てられた旅人が,ロー マ・カトリックの
邪悪さや異端性を知るにいたり,さらに聖書のことばをみずから学び,神の言葉にもっとも近いと








1830年には前年に引続いでTales of the lslanderぎ第3,4巻と` Young Men's Maga2ine'の第2シ
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リー ズが出されたほか,`The Poetaster,A Drama in Two VolumeЪ,`Vis ts in Verreopolis',



















`Tales of the lslanders,volume l■,IV'
続いてISlandersの劇の最後となる` Tales of the lslanders'第3巻(5.5-18.5.1830)と第4巻(14-
30.7.1830)について述べる。そもそもISlandersはリアリスティックな背景と人物,政治事件など
を題材としていたが,第3, 4巻では第1, 2巻の政治寓話や風刺は影をひそめている。たしかに
第3巻第1章のThe Duke of Wellington's Advellture in the Cavern'(5.5。1830)の冒頭や,第
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自然の力に助けられて全員がそろって生還する。
















に書かれたTWO Romantic Taleぎ第2章のrAn Adventure in lreland'(28.4.1829)で,それは幽
霊が出没するという峰のあるオキャラハン城に泊まった主人公が受けた「精霊がブラニーか らお守
りくださいますように」というアイルランド式の挨拶が引き起こす悪夢を語つたものである。もうひ
とっはFThe Keep of the Br地ゴ (13.7.1829)と題された1ペー ジ足らずの原稿で,そこで は好奇
心にかられた若者が妖精のすみかに誘われ,真っ暗な土年に閉じ込められた恐怖を語ってい る。こ
うした超自然的な出来事を扱った物語は,1830年になるとさらに多く書かれるようになる。 そのひ























れる作品として`An lnteresting Passage in the Lives of Some Eminent h/1en of the Presellt Time'





















月余りして,チャールズはさらに`Young Men's Magazine'lo月号の℃Onv rsation'(23.8.1830)の
なかで,ライマーことスールトが自然の美しさをうたう自分の言葉に酔って失神するさまを滑稽に
描いている。自己陶酔の気味があり,ともすれば感情に走り理性を失いがちなスールトに,シャーロ










































の■ SOng,by Lord Wellesley'(27.8,1830)の長編詩や,同号の`A FrenchmanもJour al,Continued











































































嫉妬を取り上げている点で`ViSits in Verreopolis,volume Ⅱ'の第2章` The Fairy Gift,A Taピ
(18.12.1830)も興味深い。妖精から4つの願い事のかなう指輪をもらったバッドは美男子に変身
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